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〈表 紙〉
ひこうきの丘周辺からの風景

　旅客便が減る中、貨物機の往来が活発
になっています。

　
令
和
２
年
第
４
回
芝
山
町
議
会

定
例
会
（
以
下
、
「
12
月
定
例

会
」
と
い
う
。
）
は
、
12
月
８
日

に
招
集
さ
れ
、
12
月
11
日
ま
で
４

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
最
終
日
に
は
町
長
か
ら
提
案

さ
れ
た
10
議
案
全
て
を
可
決
し
、

全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

◎
注
目
議
案
！

議
案
第
１
号
「
芝
山
町
長
及
び
芝

山
町
議
会
議
員
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

コロナ感染症
から住民を守る
支援の取り組み

12 月
議 会

～第４回芝山町議会定例会のあらまし～

選
挙
運
動
へ
の
公
費
負
担

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
候
補
者
間
の
選
挙
運
動
の
機
会

均
等
な
ど
を
図
る
観
点
か
ら
、
芝
山

町
長
及
び
芝
山
町
議
会
議
員
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公

費
負
担
に
関
す
る
条
例
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

▲文化センター屋上より富士山を望む
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議
案
審
議

12月８日

Q  （堀越議員）
公費負担に伴う、事務費の増額予想はあ

るのか。

A（町長）
現在想定される事務費の増額負担はない

と考えています。

Q �（堀越議員）
選挙に必要な費用を公費負担にすること

による住民感情は。

A（町長）
県の町村会からの要望で実現したもので

あり、この公費負担は町村の選挙のみ制度化
されていませんでした。全国で制度化される
ので、町民の気持ちを逆なでするものではな
いと考えています。

Q  （小嶋議員）
ひこうきの丘の物販施設整備は、常設か

休日のみか。また、運営形態は。

A（町長）
現在のひこうきの丘には、自動販売機だ

け設置されていますので、そこに物販施設を
常設したいと思います。運営形態の詳細はま
だ決定していません。

Q �（小嶋議員）
物販施設の建設は、来年度か。

A（町長）
来年度事業で進めて行きたいと考えてい

ます。

Q  （堀越議員）
社会教育費の減額があるが、今後の町民

体育祭のあり方について検討されているか。

A（教育課長）
コロナ禍への配慮は重要ですが、来年度

は半日で開催できるように検討しています。

■ 議案第１号

■ 議案第５号

開会初日に町長より上程された
10議案が本会議場で審議されま
した。また議案の審議は、12月1
日の全員協議会においても行われ
ております。（関連P4）

芝山町長及び芝山町議会議員の選挙に
おける選挙運動の公費負担に関する条
例の制定

令和２年度芝山町一般会計補正予算
（第７号）

【本会議場での議案質疑】
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R
■
10
月
22
日

Q （
戸
井
議
員
）
中
学
校
の
通

学
路
の
草
が
繫
茂
し
、
危
険

な
の
で
す
ぐ
に
対
応
し
て
も
ら
え

な
い
か
。

A
県
道
な
の
で
、
県
に
早
急
な

対
応
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
11
月
中
に
は
対
応
で
き
る
と

の
こ
と
で
す
。

Q
（
内
田
議
員
）
敬
老
会
が
中

止
と
の
こ
と
だ
が
、
記
念
品

は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
結
婚
50

周
年
の
記
念
品
は
。

A
記
念
品
の
配
布
も
合
わ
せ
て

中
止
で
す
。
50
周
年
の
記
念

品
は
来
年
度
に
今
年
の
分
と
合
わ

せ
て
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
11
月
19
日

Q
（
堀
越
議
員
）
圏
央
道
IC
の

名
称
が
仮
称
だ
が
正
式
名
称

の
見
解
は
。

A
『
多
古
・
芝
山
イ
ン
タ
ー
』

で
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

O
（
岩
澤
議
員
）
芝
山
議
会
、

多
古
議
会
連
協
の
会
議
で
も

『
多
古
・
芝
山
イ
ン
タ
ー
』
で
要
望

し
て
い
き
た
い
と
協
議
し
て
い
る
。

Q
（
岩
内
議
員
）
成
人
式
に
つ

い
て
、
来
賓
が
成
人
者
の
前

列
と
の
こ
と
だ
が
主
役
を
前
列
に

す
べ
き
で
は
。

A
持
ち
帰
っ
て
検
討
し
ま
す
。

Q
（
伊
橋
議
員
）
コ
ロ
ナ
患
者

を
受
け
入
れ
て
い
る
町
内
の

病
院
で
は
一
般
患
者
が
減
少
し
て

い
る
よ
う
だ
が
支
援
の
考
え
は
。

A
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
検
討
し
ま
す
。

Q
（
堀
越
議
員
）
町
内
の
医
療

従
事
者
に
慰
労
金
配
布
の
検

討
を
お
願
い
し
た
い
。

A
検
討
の
余
地
は
あ
る
の
で
今

後
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

■
12
月
１
日

N
A
A
か
ら
の
説
明
に
対
し
て

Q
（
平
山
議
員
）
菱
田
地
区
の

射
撃
場
は
ど
う
な
る
の
か
。

A
移
設
に
向
け
て
調
整
中
で

す
。
移
転
先
は
具
体
化
し
て

い
ま
せ
ん
。

Q
（
堀
越
議
員
）
新
滑
走
路
外

周
道
路
と
高
谷
川
付
近
補
償

道
路
を
繋
げ
る
考
え
は
な
い
の

か
。
ま
た
山
中
新
道
と
高
谷
川
道

路
を
接
続
す
る
こ
と
を
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

A
現
在
、
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
が
町
と
も
相

談
し
て
い
き
ま
す
。

Q
（
伊
橋
議
員
）
新
滑
走

路
が
整
備
さ
れ
た
場

合
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
貨
物

地
区
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
。

A
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
既
存

空
港
側
か
ら
の
出
入

り
、
貨
物
地
区
は
滑
走
路

横
断
道
路
を
利
用
し
て
の
出
入
り

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

12
月
定
例
会
提
出
議
案
に
対
し
て

議
案
第
５
号

Q
（
實
川
議
員
）
歳
入
、
国
庫

支
出
金
の
コ
ロ
ナ
対
策
費
約

１
１
０
万
円
の
内
容
は
。

A
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
に
充
当
し
ま
す
。

Q （
實
川
議
員
）
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
方
法
は
。

A
現
在
は
指
示
が
来
て
い
ま
せ

ん
。

Q （
坂
井
議
員
）
給
食
費
は
今

後
も
空
港
か
ら
の
交
付
金
を

充
て
る
の
か
。

A
今
ま
で
は
交
付
金
の
対
象
外

で
し
た
が
、
ソ
フ
ト
事
業
に

も
充
当
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
今

回
は
充
当
し
ま
し
た
。
今
後
は
一

般
財
源
を
充
て
る
予
定
で
す
。

Q （
内
田
議
員
）
ひ
こ
う
き
の

丘
物
販
ス
ペ
ー
ス
測
量
、
設

計
業
務
と
は
何
か
。

A
集
客
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
物

販
施
設
の
整
備
で
す
。

議
案
第
９
号

Q� （
小
嶋
議
員
）
歳
出
の
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
等
費
の
内
容
は
。

A
利
用
者
の
所
得
に
よ
り
負
担

の
上
限
が
あ
り
、
予
想
よ
り

利
用
料
が
上
回
っ
た
た
め
の
補
正

で
す
。

Q （
小
嶋
議
員
）
件
数
は
ど
の

く
ら
い
か
。

A
月
平
均
１
０
８
件
で
す
。

全員協議会    eportR

議会の 点視 　令和２年10月から12月にかけて開催された
全員協議会での主な質疑の内容を報告します。

……質問（Question）
……意見・提案（Opinion）
……応答（Answer）を示しています。

Q
O
A

▶
町
が
誇
る
名
古
刹
・
芝
山
仁
王
尊
で
も
今
年
は
分
散
参
拝
で
人
出
は
減
少
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■第７回　　１０月２２日
議案第１号

芝山町教育委員会委員の任命につき議会の同意
を求めることについて。

■第８回　　１１月１９日
議案第１号

特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一
部を改正する条例の制定について。

議案第２号

一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改
正する条例の制定について。

Q
（小嶋議員）
期末勤勉手当の読み替え規定とは。

A
（総務課長）
会計年度職員と正規職員とを区別するため

のものです。

議案第３号

物品売買契約の締結について。（防災倉庫棟購
入）

議案第４号

令和２年度芝山町一般会計補正予算（第６号）
について。

臨時会・委員会    eportR

の
視点

議会

臨時会
11月19日に開催された臨時会の内容を
報告します。

総務常任委員会
12月９日に開催された総務常任委員会
で議長から付託を受けた陳情１件を審
査しました。

陳情第１号「日本政府に核兵器禁止条約の参
加・署名・批准を求める意見書」

Q （戸井議員）近隣市町村の採択状況はどう
か。

A 昨年のデータですが、大網白里市・東金
市・九十九里町・横芝光町が不採択です。

　（山武市は書面配布のみ）

O
（坂井議員）前回は不採択だったが、唯一
の被爆国である日本としては、主旨に賛同

することは意義があり、世界平和を維持するた
めの使命があると思うので賛成する。

O
（岩澤議員）この文章は個人的には賛成だ
が、現状世界の平和が保たれているのは核

兵器であり、世界のバランスを保っているのも
核兵器だと思う。日本政府もわかってはいるが
踏み込めないところだと思うので賛成しかねる。

O
（伊橋議員）この文章について個人的には
賛成であり、世界から核が無くなることが

平和につながると思うが、核の傘で守られてい
るというのが現状であり、核保有国が賛成して
いないので賛成できない。

O
（岩内議員）文章自体には賛成だが、現実
を見てみると、日本も核を保有しているア

メリカに守ってもらっている部分がある。日本
が核を持たなくても他の国が持っていては、厳
しいと思う。

O
（戸井議員）この意見書の内容には賛成だ
が、他の核保有国には効力が無く、日本政

府自体も、核を持っている国と持っていない国
の仲立ちをするという立場を示しているので、
その立場を支持する。



議案�
番号

上程された
議案・概要・結果�

賛成：○　反対：×　欠席：欠　退席：退

議席
番号 議

会
だ
よ
り

掲
載
ペ
ー
ジ

①②③④⑤⑥⑧⑨⑩⑪⑫
⑦
議
長

議
決
結
果

岩
内　
章

坂
井
慶
子

實
川
嘉
一

萩
原
正
規

堀
越
保
夫

麻
生
孝
之

伊
橋
寿
夫

小
嶋
秀
樹

戸
井
沢
夫

内
田
白
民

平
山　
弘

岩
澤
達
弥

条例の制定

第１号
芝山町長及び芝山町議会議員の選挙における選挙運動の公費負
担に関する条例（公職選挙法の一部を改正する法律による選挙
運動の公費負担に関する条例の制定）

可決 
賛（10）・否（1） P2、3 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

条例の一部改正

第２号 芝山町防災行政無線施設の設置及び管理に関する条例の一部改
正（芝山町防災行政無線施設の設置場所を改めるため）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号
芝山町国民健康保険税条例の一部改正（個人所得課税の見直し
により、負担水準に関し不利益が生じないように所要の見直し
を行うため）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

条例の制定

第４号
延滞金の割合の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例（地
方税法の一部改正に伴う条文中の用語の整理を行う条例の制
定）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年度補正予算

第５号 一般会計（第７号）（総務管理費1億円等を追加し、総額64億
2300万2000円とする）

可決 
賛（11）・否（0） P3、4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第６号 国民健康保険特別会計（第３号）（高額療養費等1063万3000
円増額となり、総額10億1329万3000円とする）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第７号 農業集落排水事業特別会計（第２号）（事業費等142万2000円
増額となり、総額6546万4000円とする）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第８号 公共下水道事業特別会計（第２号）（総務管理費347万3000円
増額となり、総額2億7942万3000円とする）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第９号 介護保険特別会計（第２号）（会議サービス等諸費等4402万
4000円を追加し、総額8億183万7000円とする）

可決 
賛（11）・否（0） P4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第10号 後期高齢者医療特別会計（第２号）（総務管理費67万7000円を
追加し、総額1億976万4000円とする）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

陳　情

第１号 日本政府に核兵器禁止条約の参加・署名・批准を求める意見書
提出を求める陳情書

不採択 
賛（2）・否（9） P5 × ○ ○ × × × × × × × × －

令和２年第7回臨時会（10/22）で審議した議案とその結果

人　事

第１号 芝山町教育委員会委員の任命同意（任期満了に伴う教育委員会
委員の任命に同意するもの）

可決 
賛（11）・否（0） P5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年第８回臨時会（11/19）で審議した議案とその結果

条例の一部改正

第１号
特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条
例（一般職員の人事院勧告に基づく期末手当の支給割合の引下
げに準じた引下げ)

可決 
賛（11）・否（0） P5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（人
事院勧告に基づく期末手当の支給割合の引下げ)

可決 
賛（11）・否（0） P5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

契約の締結

第３号 物品売買契約の締結（防災倉庫・避難所用ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ・簡易ベッ
ド・大型扇風機等の防災用品の購入)

可決 
賛（11）・否（0） P5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年度補正予算

第４号 令和２年度芝山町一般会計補正予算（第６号）（総務管理費
3729万円等を追加し、総額63億691万4000円とする）

可決 
賛（11）・否（0） P5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年第4回定例会で審議した
議案とその結果議員の賛否を公開

※議長は採決に加わりません。

芝山議会だより　No.130　R3.2.1－ 66
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芝山町議会の場合、質問時間は答弁を含めて６０分以
内とされており、一つの項目に関して再質問は２回ま
でとされています。
※12月定例会の傍聴者は、会期を通じて12人でした。

【一般質問】

し
出
す
町
政
に

町民の願いを 映
12 月定例会

坂
井
慶
子
議
員

小
嶋
秀
樹
議
員

岩
内
　
章
議
員

堀
越
保
夫
議
員

麻
生
孝
之
議
員

實
川
嘉
一
議
員

・
芝
山
鉄
道
芝
山
千
代
田
駅
の
IC
化
に
つ
い
て

・
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

・
コ
ロ
ナ
禍
の
行
政
運
営
に
つ
い
て

・
町
の
観
光
に
つ
い
て

・
町
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

・
当
町
の
交
通
網
に
つ
い
て

・
芝
山
町
の
目
玉
施
策
に
つ
い
て

・
農
業
施
策
に
つ
い
て

・
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

・
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

・
空
港
機
能
強
化
に
つ
い
て

photo/芝山公園イルミネーション

　
芝
山
町
の
様
々
な
課
題
や
将
来
的
な
計
画
な
ど
を
、
提
出

議
案
と
は
関
係
な
く
議
員
個
人
と
し
て
自
由
に
考
え
を
聞
く

こ
と
の
で
き
る
一
般
質
問
―
。

　
12
月
定
例
会
で
は
災
害
被
害
や
対
応
策
を
中
心
に
6
名
の

議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

P8P9P10P11P12P13
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【地方創生交付金事業】（※）事業費の２分の１が国庫補助金、残りの２分の１が
一般財源でまかなわれている。（地方交付税措置あり）

支
援
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
た
め
に
も
、
内
容
や
レ
イ
ア
ウ

ト
な
ど
刷
新
す
べ
き
と
思
う
が
。

【
町
長
】
確
か
に
Ｈ
Ｐ
で
の
情

報
発
信
は
、
町
外
か
ら
の
転
入

や
こ
れ
か
ら
保
育
所
へ
の
入
所
を
考

え
て
い
る
方
に
は
大
変
有
効
で
す
。

来
年
度
か
ら
の
町
の
Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
伴
い
、
園
児
の
安
全
と
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
な
が
ら
、
ど
の

よ
う
な
情
報
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か

考
え
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

来
年
度
か
ら
２
期
目
へ
の
切
り

替
え
で
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
内

容
で
は
交
付
さ
れ
な
い
よ
う
だ
が
、

小
中
学
生
対
象
の
空
港
関
連
企
業
へ

の
見
学
会
や
職
場
体
験
は
ど
う
な
る

の
か
。

【
町
長
】
子
供
た
ち
に
と
っ
て

大
変
意
義
の
あ
る
事
業
で
す
の

で
、
次
年
度
に
交
付
金
が
出
な
け
れ

ば
、
一
般
財
源
で
継
続
し
ま
す
。

今
年
度
で
交
付
金
を
終
了
し
、

独
立
す
る
は
ず
だ
っ
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ

（
み
ど
り
と
空
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

だ
が
、
４
年
経
っ
て
も
活
動
内
容
が

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

う
。
早
く
独
立
す
る
べ
き
で
は
。

【
町
長
】
台
風
や
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
自
立
が
困
難
な
状
況
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
観
光
事
業
や
サ

イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
を
展
開
で

き
る
よ
う
補
助
金
を
交
付
し
、
５
年

以
内
に
独
立
法
人
に
な
る
よ
う
町
と

し
て
も
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

が
あ
り
、
町
で
は
今
後
、
拠
点
整
備

費
も
増
え
る
た
め
、
更
な
る
助
成
に

つ
い
て
は
国
や
Ｎ
Ａ
Ａ
な
ど
関
係
機

関
と
の
協
議
が
必
要
で
す
。

「
三
世
代
同
居
」
と
限
定
さ
れ

て
い
た
条
件
を
緩
和
し
、
新
た

に
核
家
族
や
単
身
者
も
対
象
と
な
る

住
宅
購
入
の
助
成
制
度
を
作
る
べ
き

と
訴
え
て
き
た
が
、
改
正
さ
れ
る
か
。

【
町
長
】
現
在
、
新
し
い
制
度

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
令

和
３
年
度
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
、

庁
内
で
調
整
を
図
り
ま
す
。

保
育
所
の
募
集
要
項
や
様
子
な

ど
を
掲
載
す
る
Ｈ
Ｐ
が
、
こ
ま

め
に
更
新
さ
れ
ず
、
特
に
外
部
か
ら

情
報
を
得
た
い
方
に
伝
わ
り
に
く
い

と
い
う
意
見
が
あ
る
。
町
の
子
育
て

『一般質問』

坂井 慶子　議員
（創芝会）

（所要時間60分）

芝
山
鉄
道
の
IC
化
の
た
め
に
、

今
後
増
額
さ
れ
る
周
辺
対
策
交

付
金
で
更
な
る
助
成
金
を
出
し
て
は

ど
う
か
。

【
町
長
】
IC
カ
ー
ド
導
入
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
町
も
芝
山
鉄

道
株
式
会
社
で
も
十
分
認
識
し
て
い

ま
す
が
、
導
入
・
維
持
管
理
費
の
コ

ス
ト
が
高
額
の
た
め
現
状
で
は
困
難

で
す
。
周
辺
対
策
交
付
金
に
も
限
り

町内外に伝わる
　地域振興
　　地方創生を

KEIKO SAKAI

※
地
方
創
生
交
付
金
事
業
、

ど
う
な
る

町
の
発
展
・
地
域
振
興
の

た
め
に

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策

に
新
風
を

▲小学生対象の「空港しごと見学」も今年はリモートで
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『一般質問』

（清祥会）

（所要時間60分）

『一般質問』

学
校
再
開
後
の
学
力
回
復
、
入

試
対
策
は
大
丈
夫
な
の
か
。
介

護
・
福
祉
施
設
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
す
る
対
策
は
。

【
町
長
】通
常
授
業
、入
試
対
策
、

と
も
に
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
。
予
防
対
策
を
し
て
い
る
事
業
所

へ
の
支
援
金
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

�

農
家
や
中
小
事
業
者
が
コ
ロ
ナ

禍
後
も
事
業
を
継
続
で
き
る
体

制
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う

か
。【

町
長
】農
協
、
商
工
会
な
ど
の

関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
い
う
新
し
い

社
会
構
造
に
対
応
す
る
行
政
体

系
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
国
連
で
合
意
し
た
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
」
を
目
指
し
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
ほ
と
ん
ど

の
会
議
が
中
止
さ
れ
て
い
る
。

総
合
計
画
と
公
共
施
設
個
別
計
画
の

策
定
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
い
ず
れ
の
事
業
も
３

密
対
策
を
徹
底
し
、
本
年
度
内

に
事
業
を
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

来
年
度
は
税
収
減
と
な
る
。
減

収
値
の
設
定
を
し
て
い
る
の

か
。
既
存
事
業
の
休
止
や
廃
止
、
住

民
負
担
増
ま
で
影
響
が
及
ぶ
こ
と
は

あ
る
の
か
。

【
町
長
】
現
在
分
析
を
進
め
て

ま
す
が
、
数
値
設
定
は
難
し
い

で
す
。
休
廃
止
や
負
担
増
は
想
定
し

て
い
ま
せ
ん
。

減
収
分
を
補
填
す
る
財
源
と
し

て
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

し
が
想
定
さ
れ
る
が
、
現
在
の
残
高

で
足
り
る
の
か
。
積
み
増
し
は
で
き

る
の
か
。

【
町
長
】
本
年
度
は
２
億
４
千

万
円
の
取
崩
し
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
事
業
の
中
止
や
周
辺
対

策
交
付
金
の
増
額
に
よ
り
、
数
千
万

円
の
取
崩
し
に
な
り
ま
し
た
。
標
準

財
政
額
の
20
％
を
確
保
す
る
よ
う
積

み
増
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。�

歳
入
の
多
く
を
占
め
る
Ｎ
Ａ
Ａ

か
ら
の
交
付
金
の
見
通
し
は
ど

う
か
。
風
和
里
か
ら
の
施
設
利
用
料

は
ど
う
な
る
の
か
。

ど
う
す
る
、

　
コ
ロ
ナ
禍
の
町
政
運
営

【
町
長
】
周
辺
対
策
交
付
金
は

空
港
容
量
50
万
回
に
対
応
し

て
、
現
在
71
億
円
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。
風
和
里
の
施
設
利
用
料
は
例
年

ど
お
り
の
収
入
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

感
染
予
防
の
た
め
、
会
議
の
双

方
向
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
必
要
だ

と
思
う
。
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。�

【
町
長
】
町
主
催
で
会
議
を
開

催
す
る
た
め
、
ズ
ー
ム
ア
カ
ウ

ン
ト
を
取
得
し
、
ウ
ェ
ブ
会
議
な
ど

の
環
境
整
備
を
拡
充
し
て
い
き
ま

す
。

HIDEKI KOJIMA

来
年
度
予
算
へ
の
影
響
は

教
育
・
福
祉
・
く
ら
し
を

守
れ
る
か

▲庁内でのウェブ会議の実施に向けた研修

小嶋 秀樹　議員
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町
の
観
光
に
力
を

本
町
の
観
光
と
し
て
、仁
王
尊・

町
立
は
に
わ
博
物
館
に
つ
い
て

ど
う
集
客
を
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
仁
王
尊
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ツ
ア
ー
を
活
用
し
、
集
客
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
は

に
わ
博
物
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
す
る
の
で
、
積
極
的
に
情
報
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

� 「
ス
カ
イ
パ
ー
ク
し
ば
や
ま
」

の
集
客
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

【
町
長
】「
ス
カ
イ
パ
ー
ク
し
ば

や
ま
」
に
つ
い
て
も
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
集
客
力

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

�
今
後
国
際
化
が
進
み
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
へ
の
対
応
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

【
町
長
】
横
芝
光
町
、
山
武
市

と
連
携
し
、
観
光
産
業
に
係
る

人
材
育
成
、
観
光
資
源
の
発
掘
と
商

品
化
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
観
光
ル
ー

ト
の
案
内
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。�

空
の
湯
等
に
あ
る
レ
ン
タ
ル
自

転
車
で
、
芝
山
全
体
を
周
遊
で

き
る
よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
コ
ロ
ナ
禍
で
自
転
車

の
利
用
者
が
多
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
当
町
の
観
光
施
設
と
連
携
し

た
事
業
展
開
が
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

積
極
的
な
情
報
発
信
を

�

Ｈ
Ｐ
・
S
N
S
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
よ
う
だ
が
、
近
隣
市

町
村
を
参
考
に
様
々
な
取
り
組
み
を

考
え
、
積
極
的
に
活
用
し
て
み
て
は

ど
う
か
。

【
町
長
】
他
市
町
村
の
掲
載
方

法
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

本
町
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
よ
う
に

研
究
し
ま
す
。

�

し
ば
っ
こ
く
ん
を
町
の
PR
に

も
っ
と
有
効
に
使
っ
て
み
て
は

ど
う
か
。

新
た
な
使
用
方
法
も
検
討
し
な

が
ら
、
有
効
活
用
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

�

D
M
O
（
み
ど
り
と
空
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
の
発
足
以
来
、
独

自
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
本
町
の
観
光
の
一
躍

を
担
っ
て
も
ら
う
考
え
は
な
い
か
。

【
町
長
】
町
の
観
光
協
会
と
意

見
を
出
し
合
い
、
連
携
し
て
更

な
る
観
光
事
業
の
推
進
を
し
て
ほ
し

い
と
考
え
ま
す
。

�

今
後
の
観
光
事
業
の
展
開
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
成
田
空
港
直
近
の
優

位
性
を
活
か
し
、
民
間
事
業
者

や
近
隣
市
町
村
と
広
域
的
な
連
携
を

図
っ
て
い
き
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者

と
国
内
観
光
客
に
選
ば
れ
る
よ
う
な

観
光
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

『一般質問』AKIRA IWAUCHI

▲来年度4月にリニューアルオープン予定のはにわ博物館

岩内 　章　議員
（創芝会）

（所要時間55分）

さらなる
芝山のP Rを
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『一般質問』

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
行
き
先

を
指
定
の
病
院
以
外
に
拡
大
で

き
な
い
か
。

【
町
長
】
検
討
の
余
地
は
あ
り

ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
（
交
通

空
白
）
事
業
を
研
究
し
て
取
り

組
む
べ
き
と
思
う
が
。

【
町
長
】
ま
ち
づ
く
り
構
想
を

基
礎
と
し
た
公
共
交
通
の
検
討

の
中
で
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

当
事
業
を
活
用
す
る
と
自
家
用

車
を
使
用
で
き
、
一
種
免
許
で

も
運
行
で
き
る
。
現
在
の
当
町
に

マ
ッ
チ
し
て
い
る
と
思
う
が
。

【
町
長
】
骨
子
を
作
っ
て
し
っ

か
り
と
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

９
月
議
会
で
伺
っ
た
JR
バ
ス
の

空
の
駅
バ
ス
停
設
置
の
進
捗
状

況
は
。来

年
度
早
々
の
設
置
を
目
指
し
、

ひ
こ
う
き
の
丘
バ
ス
停
も
含
め

て
協
議
中
で
す
。

空
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
は
空
家

１
軒
、
空
地
２
件
で
あ
り
、
登

録
を
増
や
す
に
は
、
電
話
や
訪
問
も

必
要
だ
と
思
う
。
併
せ
て
移
住
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
用
を
考
え
て
い

く
べ
き
だ
と
思
う
が
。

活
用
の
検
討
に
は
、
至
っ
て
い

な
い
の
で
今
後
、
調
査
研
究
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

通
学
が
不
便
な
高
校
生
、
大
学

生
な
ど
の
家
庭
に
対
し
て
交
通

費
の
補
助
を
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

公
共
交
通
を
定
額
の
乗
車
賃
で

提
供
す
る
こ
と
で
間
接
的
な
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
を
利
用
で
き
ず
、
や

む
な
く
家
庭
で
送
迎
し
て
い
る

方
が
多
い
と
伺
っ
て
い
る
が
。

財
源
の
問
題
と
合
わ
せ
、
実
施

し
て
い
る
自
治
体
か
ら
調
査
し

て
い
き
ま
す
。

成
田
空
港
の
駐
車
場
を
芝
山
町

民
が
旅
行
で
利
用
す
る
際
に

限
っ
て
無
料
に
で
き
な
い
か
。

芝
山
町
だ
け
と
い
う
の
は
大
変

難
し
い
と
思
い
ま
す
。

や
り
方
に
よ
っ
て
は
可
能
だ
と

思
う
が
。
実
現
す
れ
ば
芝
山
町

全
体
が
空
港
の
無
料
駐
車
場
と
い
う

形
に
も
な
り
全
国
に
、
全
世
界
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
と
思
う
が
。

芝
山
町
民
だ
け
で
は
芝
山
町
の

威
光
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と

考
え
ま
す
。

意

私
は
芝
山
町
の
議
員
な
の
で
、

芝
山
町
民
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

た
ら
と
思
う
。

ど
こ
に
も
な
い

　
施
策
で

　
　
ア
ピ
ー
ル
を

堀越 保夫　議員
（平成会）

（所要時間55分）

町
の
交
通
、

　
　
　
近
未
来
を
見
て

新
規
人
口
の
流
入
を

　
　
　
　
　
図
る
に
は

芝
山
町
の
目
玉
施
策

　
　
　
　
　
　
と
し
て

YASUO HORIKOSHI

▲ひこうきの丘

▲町民ニーズに応える交通システムを
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被
災
の
復
旧
状
況
は

台
風
15
号
で
被
災
し
た
農
業
施

設
等
の
復
旧
状
況
は
。

【
産
業
振
興
課
長
】
10
月
末
時

点
で
申
請
棟
数
8
4
5
棟
の

う
ち
4
2
9
棟
が
完
成
し
、
竣
工

率
は
50
・
７
％
、
補
助
金
ベ
ー
ス
で

総
額
4
億
9
1
0
0
万
円
の
う
ち

2
億
5
7
0
0
万
円
支
払
い
を
し

て
お
り
、52
・
３
％
の
執
行
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
早
急
に
復
旧
が

進
む
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
、
効

率
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

当
初
、
制
度
に
対
す
る
認
識
の

食
い
違
い
や
情
報
不
足
で
、
農

家
の
方
々
と
の
あ
い
だ
で
苦
情
や
誤

解
が
多
々
あ
っ
た
と
思
う
が
現
在
は
。

【
産
業
振
興
課
長
】
申
請
時
に

補
助
対
象
の
可
否
に
、
多
少
の

誤
解
が
あ
り
ま
し
た
が
、
半
数
の
施

設
の
検
査
等
が
終
わ
っ
た
段
階
で
は
、

大
き
な
苦
情
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
の
見
通
し
は
。

【
産
業
振
興
課
長
】
現
時
点
で

公
式
の
発
表
等
は
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い

状
況
を
ふ
ま
え
、
国
も
年
度
を
越
え

て
補
助
金
の
対
象
に
す
る
考
え
で
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

ン
の
実
質
化
を
優
先
に
取
り
組
み
、

地
域
の
意
見
が
集
約
さ
れ
た
段
階
で
、

町
全
体
の
農
業
の
持
続
可
能
な
発
展

を
目
指
し
た
農
業
振
興
計
画
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

風
雨
水
害
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
強
靭

化
や
共
済
保
険
の
加
入
を
町
と
し
て

後
押
し
す
る
こ
と
も
必
要
と
思
う
が
。

【
町
長
】
被
害
の
軽
減
、
農
業

経
営
の
安
定
化
を
は
か
る
上
で

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
国
・
県
・
関

係
機
関
と
連
携
し
、
後
押
し
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

未
来
の
農
業
に
向
け
て

農
業
は
町
の
基
幹
産
業
と
言
わ

れ
て
い
る
中
で
、
町
の
農
業
ビ

ジ
ョ
ン
を
作
成
し
て
示
す
事
が
必
要

と
思
う
が
。

【
町
長
】
農
業
環
境
の
改
善
を

第
一
に
考
え
、
人
・
農
地
プ
ラ

『一般質問』

災
害
に
強
い
農
業
を

　
　
　
　
　
　
目
指
し
て

TAKAYUKI ASOU

▲復旧されたパイプハウス

麻生 孝之　議員
（創芝会）

（所要時間49分）

農業政策
　　　を問う
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【人・農地プランの実質化】（※）対象地区内の過半の農地に
ついて、近い将来の出し手と受け手が特定されいること。

『一般質問』

早
期
の
実
質
化
を

芝
山
町
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
が
、
そ
の
結
果
は
。

【
町
長
】
６０
歳
以
上
の
耕
作
者

が
８
割
超
、
所
有
農
地
の
貸
付

意
向
が
５
割
超
、
６
割
以
上
の
方
が

担
い
手
の
め
ど
が
つ
い
て
い
な
い
状

況
で
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
更
新
が
な

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
見
直

し
を
す
る
背
景
は
。

【
町
長
】
平
成
３１
年
度
に
制
度

改
正
な
さ
れ
、
※
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
の
実
質
化
」
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

�

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
地
区
別
話

し
合
い
が
、
始
ま
っ
た
が
そ
の

途
中
経
過
は
。�

【
町
長
】
白
桝
地
区
に
お
い
て

先
行
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
中
心
に
農

業
振
興
を
図
る
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
な
施
策
の
考
え
は
。

【
町
長
】
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

実
質
化
を
推
進
し
、
そ
の
過
程

で
十
分
な
議
論
を
重
ね
、
将
来
の
地

域
農
業
の
方
針
が
ま
と
ま
っ
た
段
階

で
、
具
体
的
な
支
援
を
検
討
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
水
田
の
ほ
と
ん
ど
は
整

備
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
暗あ

ん
き
ょ渠

排
水

の
不
良
や
圃
場
が
手
狭
で
あ
る
と
の

意
見
が
あ
り
、
新
た
な
土
地
改
良
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
将
来

を
見
据
え
た
農
業
振
興
が
図
れ
る
と

思
い
ま
す
。

騒
音
直
下
対
策
の
充
実
を

周
辺
対
策
交
付
金
の
総
額
が
当

初
計
画
の
６０
億
円
か
ら
７１
億
円

に
増
額
さ
れ
た
が
そ
の
根
拠
は
。

【
町
長
】
空
港
会
社
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
２
０
１
８
年
に
四

者
協
議
会
で
試
算
し
て
地
元
地
域
に

説
明
し
た
当
時
よ
り
、
周
辺
市
町
で

騒
音
区
域
の
世
帯
数
が
増
加
し
た
こ

と
な
ど
が
要
因
と
の
回
答
で
し
た
。

周
辺
対
策
交
付
金
の
中
よ
り
空

調
機
器
電
気
代
補
助
や
固
定
資

産
税
の
補
助
制
度
が
あ
る
が
、
交
付

金
の
世
帯
数
割
交
付
金
は
騒
音
下
住

民
に
還
元
す
べ
き
で
な
い
か
。

【
町
長
】
直
下
対
策
事
業
の
更

な
る
実
施
は
、
拠
点
整
備
費
あ

る
い
は
直
下
対
策
事
業
費
基
準
額
の

引
き
上
げ
な
ど
諸
条
件
を
踏
ま
え
て

検
討
し
ま
す
。

防
音
工
事
実
施
住
宅
の
改
築
工

事
交
付
金
の
創
設
は
で
き
な
い

か
。【

町
長
】「
成
田
国
際
空
港
周
辺

民
家
防
音
家
屋
改
築
併
行
防
音

工
事
補
助
金
」、「
後
継
者
住
宅
防
音

工
事
補
助
金
」、「
芝
山
町
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
」
を
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

新
た
な

　
　
土
地
改
良
を
実
施

實川 嘉一　議員
（創芝会）

（所要時間60分）

KAICHI JITSUKAWA
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２
０
２
４
年
度
が
開
通
目
標
と

さ
れ
る
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道
（
圏
央
道
）
の
大
栄
・
松
尾
横

芝
IC
間
。
芝
山
町
議
会
と
多
古
町

議
会
が
足
並
み
を
揃
え
、
圏
央
道

の
早
期
完
成
に
関
す
る
決
議
書
と

地
域
の
意
見
書
を
事
業
主
体
で
あ

る
千
葉
国
道
事
務
所
に
提
出
し
ま

し
た
。

　
意
見
書
・
決
議
書
を
受
け
取
っ

た
坂
井
所
長
は
「
休
憩
施
設
整
備

は
、
お
互
い
に
連
携
し
て
前
に
進

め
た
い
。
今
後
も
供
用
目
標
に
向

け
た
関
係
者
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。
」
と
、
今
後
の
事
業
展

開
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
成
田
空
港
の
機
能
強
化
が
着
実
に

進
む
中
、
そ
れ
に
伴
う
地
域
整
備
や

実
施
プ
ラ
ン
の
確
実
な
実
施
と
、
ま

た
、
芝
山
鉄
道
芝
山
千
代
田
駅
の
利

便
性
向
上
の
た
め
の
IC
化
実
現
の
要

望
を
芝
山
町
議
会
と
し
て
、
千
葉

県
・
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
・
芝

山
鉄
道
株
式
会
社
に
提
出
し
ま
し
た
。

▲県議を交えての意見交換（千葉県議会棟）

▲ＩＣ化を待つ芝山千代田駅

▲坂井所長に決議書を手渡す岩澤議長と實川副議長

　央道の早期完成と休憩施設整備による
地域交流拠点との接続要望

議会の活動報告

～地域づくりの基盤となる課題の解決を目指して～

　港機能強化に伴う実施プランの確実な実施と
芝山鉄道芝山千代田駅の IC化実現を要望

10月９日　　千葉国道事務所

10月20日　千葉県・成田国際空港株式会社・芝山鉄道株式会社

地域から　　を起こす

圏

空
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▲芝山鉄道の岡本社長に手渡した要望書 ▲ＮＡＡ本社にて

　
県
へ
の
要
望
で
は
、
地
元
県
議

会
議
員
の
實
川
県
議
、
小
野
﨑
県

議
の
同
席
が
あ
り
、
農
地
転
用
や

特
区
の
申
請
、
鉄
道
IC
化
の
概
算

事
業
費
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

10月22日　芝山町議会　財政研修

　手職員と共に学ぶ町の財政若

　昨年２月の議会議員改選に伴い、新人議員研
修も兼ねた勉強会を開催しました。講師には総
務課財政担当課長の行方義治氏を迎え、大切な
町の財政を活用するための様々な税の種類や、予
算立ての仕方について改めて基本から学びました。
議員全員と、採用３年以内の若手職員が参加し、
ひと時の和やかな交流となりました。

▲研修の様子
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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

例
年
、
参
拝
客
で
賑
わ
う
寺
社
で

も
、
今
年
は
分
散
参
拝
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、
普
段
と
は
違
う
正
月
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、
身
近
な

氏
神
様
を
見
つ
め
な
お
す
良
い
機
会
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
受
け
、
再
び
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出

さ
れ
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
開
始

や
治
療
薬
の
開
発
が
早
急
に
望
ま
れ
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
今
年
の
出
初

式
は
中
止
、
成
人
式
は
延
期
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
に
は

苦
渋
の
決
断
で
あ
っ
た
こ
と
と
お
察
し

い
た
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ａ
Ａ
の
年
頭
あ
い
さ
つ
の
中
で

「
我
慢
の
１
年
に
な
る
が
再
び
飛
躍
す

る
準
備
を
」
と
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
お

い
て
皆
様
方
に
お
会
い
で
き
る
機
会
が

減
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
更
な
る
芝
山

町
の
飛
躍
の
為
、
芝
山
町
議
会
に
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
一
同

My
Home Town

Episode 14

Ｑ�どんなきっかけで、芝山町に
やってきましたか？

　�造園業をやるにあたって、家の周り
に資材置き場が欲しく芝山出身の植
木屋さんの紹介で移住しました。

Ｑ芝山町の印象は？

Ｑ芝山町での生活はどうですか？

　�家から見える景色の良いところに住
みたいと思っていましたが、芝山町
は望み通りの景色を持つ町だという
印象です。

　�造園業を営む上で便利で快適です。
また、子育てをするのによい環境だ
と思います。

Ｑ町に望むことは？
　�第一に望むことは人口の増加です。豊かな生活の為には芝山町にはも
う少し、人の活力が必要かと思います。また、子供たちが町内・町外
の学校に通いやすくなるよう、交通網も発展すると嬉しいです。

活力ある町づくりを

「ある日突然あなたが主役」

Information
令和3年第1回芝山町議会
定例会のお知らせ

３月８日
３月19日
開催予定。
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。
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（山田）


